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民 法
（問 題）

2016 年度

注 意 事 項

１．問題冊子、解答用紙および貸与六法は、試験開始の指示があるまで開かないでください。

２．問題は２～３頁に記載されています。問題冊子の印刷不鮮明、頁の落丁・乱丁および汚れ

等に気付いた場合は、手を挙げて監督員に知らせてください。

３．下書用紙は一人につき一枚のみ配付します。

４．ラインマーカー、色鉛筆、修正液等は、問題冊子・下書用紙に使用することを許可します

が、解答用紙に使用した場合は、不正行為とみなすことがあります。

５．貸与六法への書き込みは、不正行為とみなすことがあります。

６．試験開始の指示の後、解答用紙表紙の所定欄に、受験番号、氏名、問題番号を記入してく

ださい。受験番号は正確にていねいに記入してください。読みにくい数字は採点処理に支

障をきたすことがあるので、注意してください。

７．試験終了の指示が出たら、すぐに解答を止め、筆記用具を置いてください。終了の指示に

従わず筆記用具を持っていたり解答を続けた場合は、不正行為とみなすことがあります。

８．試験終了後、問題冊子、下書用紙は持ち帰ってください。

９．いかなる場合でも、解答用紙は必ず提出してください。

10．解答用紙に記載の注意事項もあわせて確認してください。
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問題１の解答は『解答用紙（Ａ）』を使用してください

問題１（75 点）

Ａは自動車修理工場を経営していたが、事業資金300万円を借りていた債権者Ｄから返済を迫られ、

妻Ｂが父から相続して所有する甲土地（時価 300 万円前後）を、債務の弁済としてＤに譲渡すること

にした。Ａは、Ｂの了承を得ないで、甲土地の登記関係書類とＢの実印を使用し、Ｂの代理人として、

Ｄとの間で、甲土地をＤに譲渡し、その代わりにＡの 300 万円の債務を消滅させる旨の契約を結び、

甲土地の登記をＢからＤに移転した。

以上を前提として、次の設問に答えなさい。なお、（１）と（２）はそれぞれ独立した問題である。

（１）甲土地がＤへ譲渡された半年後に、Ｂは、Ａが甲土地をＤに譲渡したこと、そして、Ｄへの

譲渡から２ヵ月後に甲土地がＤからこの間の事情を知らないＥへ転売され、登記もすでにＥに

移転していることを知った。この場合にＢはＥに対し、甲土地についてＥ名義の登記の抹消を

求めることができるか。（35点）

（２）甲土地がＤへ譲渡された半年後に、Ｂが交通事故で死亡した。ＡとＣ（ＡＢの子）がＢを相

続し、ＡＣはＤに対して、甲土地のＤ名義の登記を抹消するよう求めた。この場合のＡＣとＤ

との間の権利関係はどうなるか。考えられる他の意見を批判しつつ私見を述べなさい。（40 点）
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問題２の解答は『解答用紙（Ｂ）』を使用してください

問題２（75 点）

Ａが所有、管理する塀にはもともと亀裂があったが、2014 年９月 26日午前 11 時ごろ、この塀は突

然道路上に倒れた。ちょうどバイクでその場に時速 60 ㎞で走行してきたＢは、倒れてきた塀に接触

して転倒し、車道に投げ出されたため、時速 90 ㎞で走ってきたＣの運転するトラックに轢かれて重

傷を負った。この道路の制限速度は時速 40 ㎞であった。

以上を前提として、次の設問に答えなさい。なお、自動車損害賠償保障法の適用については考慮し

なくてよい。

（１）Ｂは、だれに対して、どのような根拠に基づいて損害賠償請求をすることができるか。

（40 点）

（２）重傷を負ったＢは、その症状が固定した後、2015 年７月１日、リハビリテーションを兼ねて

登山中に、落雷に遭って死亡した。Ｂの遺族としては子Ｄがいるのみである。Ｂの損害賠償請

求権についてＤが相続するという立場に立った場合、Ｂの逸失利益についての賠償はどの範囲

で認められるか。（35 点）

〔以下余白〕


